
日
本
考
古
学
に
お
け
る
「
戦
争
」
研
究
の
動
向

阪

口

英

毅

田本考古学における「戦争」研究の動向（阪口）

は
　
じ
　
め
　
に

　
日
本
考
古
学
に
お
い
て
、
「
戦
争
偏
と
い
う
語
が
論
文
や
書
籍
の
題
目
な

ど
に
広
く
用
い
ら
れ
は
じ
め
た
の
は
、
お
お
む
ね
一
九
九
〇
年
を
前
後
す
る

頃
か
ら
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
佐
原
真
氏
が
精
力
的
に
推
進
し
た
、
人
類
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

的
視
野
に
立
っ
て
「
戦
争
」
の
起
源
を
追
求
す
る
～
連
の
研
究
の
開
始
が
、

そ
の
土
壌
を
形
成
し
た
も
の
と
考
え
る
。
そ
う
し
た
下
地
の
上
に
、
国
家
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

成
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
い
て
「
戦
争
扁
を
そ
の
主
要
因
と
す
る
学
説
が
注
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

さ
れ
、
国
家
段
階
の
指
標
と
し
て
軍
事
組
織
の
成
立
が
着
目
さ
れ
た
こ
と
や
、

第
二
次
世
界
大
戦
で
の
敗
戦
か
ら
五
十
年
と
い
う
節
目
の
一
九
九
五
年
か
ら

二
年
に
わ
た
り
、
考
古
学
研
究
会
第
四
一
・
四
二
回
総
会
の
統
～
テ
ー
マ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

し
て
「
戦
争
と
考
古
学
扁
が
掲
げ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
が
大
き
く
作
用
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
同
じ
く
一
九
九
五
年
か
ら
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
で
共

同
研
究
「
人
類
に
と
っ
て
戦
い
と
は
」
が
、
霊
長
類
学
・
自
然
人
類
学
・
文

化
人
類
学
・
民
俗
学
・
考
古
学
・
古
代
史
・
中
世
史
・
近
世
史
・
近
代
史
・

現
代
史
に
よ
る
「
戦
争
」
の
学
際
的
研
究
と
し
て
開
始
さ
れ
、
そ
の
成
果
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

展
示
や
書
籍
に
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
も
、
考
古
学
に
よ
っ
て
「
戦
争
〕
を
研

究
す
る
こ
と
の
必
要
性
や
重
要
性
を
～
般
に
周
知
す
る
役
割
を
果
た
し
た
と

い
え
よ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
前
か
ら
、
「
戦
い
」
・
「
争
い
」
・
「
抗
争
」
な
ど
を
射

程
に
入
れ
た
研
究
に
は
膨
大
な
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
き
て
い
た
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

「
戦
争
」
と
い
う
語
を
積
極
的
に
取
り
上
げ
た
研
究
例
も
認
め
ら
れ
る
。
一

方
で
、
近
年
で
は
「
戦
争
」
と
い
う
語
を
用
い
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
示
し
て

い
る
も
の
が
「
戦
い
」
・
「
争
い
」
・
「
抗
争
扁
な
ど
と
は
実
質
的
に
ど
の
よ
う

に
異
な
る
の
か
、
明
確
で
は
な
い
場
合
も
多
い
。
そ
の
区
分
は
「
戦
争
」
を

ど
の
よ
う
に
定
義
す
る
か
に
か
か
っ
て
お
り
、
裏
を
返
せ
ば
、
「
戦
争
扁
の
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定
義
に
ま
で
醤
及
し
て
議
論
を
進
め
て
い
る
研
究
例
は
稀
と
い
え
る
。

　
本
稿
で
は
、
ま
ず
先
学
に
よ
る
「
戦
争
』
の
考
古
学
的
定
義
を
確
認
し
、

そ
れ
を
踏
ま
え
て
「
戦
争
」
の
研
究
方
法
を
概
観
す
る
。
さ
ら
に
、
「
戦

争
」
研
究
の
中
で
も
多
く
の
蓄
積
が
あ
り
、
か
つ
活
発
な
議
論
が
お
こ
な
わ

れ
て
き
た
二
つ
の
テ
ー
マ
の
概
要
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
考
古
学
に

お
け
る
「
戦
争
」
研
究
の
動
向
を
提
示
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
い
。
ま
た
、

先
述
し
た
よ
う
に
「
戦
争
」
の
学
際
的
研
究
が
成
果
を
あ
げ
て
い
る
現
在
、

日
本
考
古
学
に
お
け
る
「
戦
争
」
研
究
の
特
質
や
現
況
を
、
ほ
か
の
分
野
の

研
究
者
に
提
示
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
「
考

古
学
は
過
去
人
類
の
物
質
的
遺
物
（
に
拠
り
人
類
の
過
去
）
を
研
究
す
る
の

　
　
⑦

学
な
り
」
ど
す
る
立
場
か
ら
門
戦
争
」
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
る
の

か
を
紹
介
す
る
こ
と
も
、
あ
わ
せ
て
際
的
と
し
た
い
。

　
晶
ハ
年
、
　
一
二
九
－
一
∴
ハ
七
百
ハ
。

③
都
出
比
呂
志
門
日
本
古
代
の
国
家
形
成
論
序
説
f
前
方
後
円
墳
体
制
の
提
唱

　
i
」
噸
日
本
史
研
究
嚇
第
三
四
王
号
、
日
本
史
研
究
会
、
一
九
九
一
年
、
五
一

　
三
九
頁
、
な
ど
。

④
　
　
『
考
古
学
研
究
魅
第
四
二
巻
第
三
号
・
第
四
三
巻
第
二
号
、
考
古
学
研
究
会
、

　
一
九
九
五
・
～
九
九
晶
隔
年
。

⑤
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
監
修
）
『
入
類
に
と
っ
て
戦
い
と
は
輪
～
～
五
、
東

　
洋
書
林
、
一
九
九
九
～
二
〇
〇
二
年
。
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
佐
原
真
・
藤
尾

　
慎
一
郎
）
（
編
）
欄
倭
國
凱
る
撫
、
朝
日
新
聞
社
、
　
一
九
九
六
年
。

⑥
水
野
清
一
「
せ
ん
そ
う
戦
争
」
噸
図
解
考
古
学
辞
典
』
、
東
京
創
元
社
、
一

　
九
五
九
年
、
五
七
五
i
五
七
六
頁
。
佐
原
真
「
か
つ
て
戦
争
が
あ
っ
た
一
石
鍛

　
の
変
質
一
」
『
古
代
学
研
究
』
第
七
八
号
、
古
代
学
研
究
会
、
一
九
七
五
年
目

　
二
六
一
三
〇
頁
（
金
関
恕
・
春
成
秀
爾
（
編
）
『
戦
争
の
考
古
学
』
佐
原
真
の
仕

　
事
四
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
、
三
六
一
四
六
頁
、
に
再
録
）
、
な
ど
。

⑦
濱
田
耕
作
魍
通
論
考
古
学
隔
、
大
鐙
閤
、
　
九
ニ
ニ
年
。

198 （エ98）

①
佐
原
真
「
戦
争
の
考
古
学
」
『
図
書
輪
四
九
四
号
（
一
九
九
〇
年
八
月
号
）
、
岩

　
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
、
ニ
ー
七
頁
（
「
戦
争
は
い
つ
は
じ
ま
っ
た
か
」
と
改
題
、

　
田
中
琢
・
佐
原
真
『
考
古
学
の
散
歩
道
』
岩
波
新
書
（
新
赤
門
）
一
一
＝
二
、
岩
波

　
書
店
、
一
九
九
三
年
、
一
六
二
i
一
七
三
頁
、
に
再
録
）
。
「
初
め
戦
争
は
な
か
っ

　
た
1
考
古
学
か
ら
み
た
戦
争
の
歴
史
…
扁
雲
粒
の
籾
鰍
定
期
講
演
会
講
演

　
録
第
二
集
、
学
習
院
大
学
考
古
学
研
究
会
、
～
九
八
八
年
（
「
戦
争
と
平
和
」
と

　
改
題
、
『
考
古
学
千
夜
一
夜
㎞
、
小
学
館
、
一
九
九
一
二
年
、
に
再
録
。
本
稿
で
は
小

　
学
館
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
版
、
　
＝
二
一
四
一
一
頁
、
を
参
照
）
。

②
次
の
文
献
に
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
植
木
武
「
闘
争
・
戦
争
モ
デ
ル
」

　
『
国
家
の
形
成
人
類
学
・
考
古
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
蜘
、
一
三
書
房
、
～
九
九

［
「
戦
争
」
の
定
義

　
「
戦
争
」
の
一
般
的
な
定
義
を
国
藷
辞
典
に
求
め
る
な
ら
ば
、
「
〔
こ
武

力
を
用
い
て
争
う
こ
と
。
特
に
、
国
家
が
自
己
の
意
志
を
貫
徹
す
る
た
め
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
国
家
と
の
間
で
行
う
武
力
闘
争
。
〔
二
〕
激
し
い
競
争
や
混
乱
」
な
ど
と

な
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
現
代
の
日
常
用
語
と
し
て
の
「
戦
争
」
で
あ

り
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
考
古
学
的
定
義
と
し
て
用
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

こ
れ
ま
で
に
も
多
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
学
問
の
性
質
や
資
料
・
方



日本考古学における「戦争」研究の動向（阪口）

法
論
の
違
い
に
よ
っ
て
、
「
戦
争
」
は
さ
ま
ざ
ま
に
定
義
さ
れ
う
る
。
佐
原

真
氏
が
例
示
し
た
よ
う
に
、
文
化
人
類
学
の
福
井
勝
義
氏
は
、
「
組
織
が
あ

っ
て
命
令
（
指
揮
）
と
服
従
の
関
係
を
も
つ
集
団
と
集
団
の
争
い
」
と
「
戦

　
　
　
　
　
　
②

争
」
を
定
義
し
た
が
、
「
命
令
と
服
従
の
関
係
」
を
考
古
学
的
に
証
明
す
る

　
　
　
　
　
③

こ
と
は
難
し
い
。
こ
れ
に
続
け
て
、
佐
原
氏
は
「
戦
争
」
の
考
吉
学
的
定
義

を
「
多
数
の
殺
傷
を
と
も
な
い
得
る
集
団
間
の
武
力
衝
突
」
と
し
、
さ
ら
に

「
考
古
資
料
に
も
と
づ
い
て
認
め
う
る
こ
と
の
で
き
る
」
と
い
う
修
飾
句
を

つ
け
た
方
が
安
全
か
も
し
れ
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

　
松
木
武
彦
氏
は
、
「
戦
争
」
の
一
般
的
定
義
を
「
集
団
問
の
組
織
的
な
武

力
衝
突
」
と
し
た
上
で
、
文
化
入
類
学
の
福
井
氏
に
よ
る
戦
い

　
　
　
　
　
　
　
④

（
8
昌
窪
巳
の
分
類
を
参
照
し
、
そ
の
「
戦
争
」
（
壽
村
）
を
門
異
な
っ
た

政
治
統
合
を
も
つ
集
団
間
に
お
け
る
組
織
的
武
力
衝
突
」
と
規
定
す
る
見
解

の
有
効
性
を
認
め
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
考
古
学
に
よ
る
分
類
や
定
義

に
は
「
そ
の
出
現
や
変
質
・
発
達
の
過
程
な
ど
、
よ
り
通
時
的
か
つ
歴
史
的

な
視
点
が
重
視
さ
れ
る
」
こ
と
、
「
考
古
学
的
証
拠
を
積
み
重
ね
て
戦
い
の

存
在
自
体
を
実
証
し
、
そ
の
具
体
的
様
相
を
復
元
す
る
方
法
と
作
業
と
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

前
提
と
し
て
必
要
で
あ
る
」
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　
こ
こ
に
示
し
た
二
例
は
、
「
戦
争
」
の
考
古
学
的
定
義
の
代
表
例
と
思
わ

れ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
戦
い
」
・
「
争
い
」
・
「
抗
争
」
な
ど
、
「
戦
争
恥
を
も

含
み
込
む
、
よ
り
包
括
的
な
語
の
説
明
と
し
て
も
、
お
お
む
ね
該
当
す
る
。

す
な
わ
ち
、
ほ
か
の
語
と
区
別
し
て
「
戦
争
」
を
｝
紺
一
対
応
で
説
明
し
う

る
定
義
と
は
な
り
え
て
い
な
い
。
定
義
か
ら
「
戦
争
㎏
の
十
分
条
件
と
な
る

要
素
を
積
極
的
に
探
し
た
と
し
て
も
、
「
集
団
問
の
」
と
い
う
部
分
を
抽
出

し
う
る
程
度
で
あ
ろ
う
。
「
集
団
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
松
木
氏
の
よ
う

に
「
異
な
っ
た
政
治
統
合
を
も
つ
集
団
」
と
す
る
文
化
人
類
学
的
定
義
を
援

用
す
る
立
場
も
あ
る
が
、
「
集
団
」
の
政
治
統
合
の
あ
り
方
を
考
古
学
的
な

方
法
に
よ
っ
て
厳
密
に
認
識
す
る
こ
と
は
、
多
く
の
場
合
に
お
い
て
困
難
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
同
様
に
「
集
団
」
の
規
模
や
性
格
を
認
識
す
る
こ
と
も
容

易
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
う
し
た
要
素
と
深
く
関
連
す
る
、
「
武
力

衝
突
扁
や
「
闘
争
し
の
規
模
の
大
小
を
、
「
戦
争
」
の
定
義
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
が
困
難
な
こ
と
を
意
味
す
る
。
現
代
の
日
常
用
語
が
も
つ
イ
メ
ー
ジ
か

ら
す
れ
ば
、
小
規
模
な
武
力
衝
突
や
闘
争
を
「
戦
争
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
は
跨

躇
を
覚
え
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
を
区
分
す
る
明
確
な
指
標
を
示
す
こ
と
は
難

し
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
以
上
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
「
戦
争
」
を
考
古

学
的
に
定
義
し
よ
う
と
す
る
と
、
「
物
質
的
遺
物
」
に
よ
る
実
証
が
困
難
な

要
素
を
削
ぎ
落
と
し
て
い
か
ざ
る
を
え
な
い
た
め
に
、
ど
う
し
て
も
ほ
か
の

語
と
の
区
別
が
明
確
で
は
な
い
、
曖
昧
な
定
義
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
あ
え
て
考
古
学
的
な
定
義
を
示
さ
ず
、
現
代

の
日
常
用
語
の
延
長
線
上
で
「
戦
争
」
と
い
う
語
を
用
い
る
立
場
に
も
、
一

定
の
合
理
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
町
田
章
氏
は
、
「
戦
争
扁
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の
本
質
は
「
暴
力
に
よ
る
自
ら
の
意
志
の
貫
徹
」
に
あ
る
と
し
、
「
戦
争
」

を
「
集
団
的
、
意
図
的
か
つ
組
織
的
な
一
つ
の
闘
争
」
と
す
る
～
般
的
定
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

を
提
示
す
る
こ
と
か
ら
議
論
を
は
じ
め
て
い
る
。
そ
の
上
で
「
日
本
歴
史
の

な
か
で
考
古
学
的
な
観
点
か
ら
戦
争
行
為
を
実
証
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
容

易
で
は
な
く
、
基
本
的
に
は
傍
証
と
推
測
の
域
を
脱
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
す
る
一
方
、
「
文
献
史
料
で
は
と
ら
え
が
た
い
物
質
的
な
遺
跡
・
遺

物
を
通
じ
て
、
戦
争
の
実
体
を
よ
り
視
覚
的
に
理
解
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ

る
」
と
述
べ
、
考
古
学
的
研
究
の
役
割
を
い
く
ぶ
ん
限
定
的
な
も
の
と
し
て

と
ら
え
て
い
る
。
東
野
氏
は
、
「
戦
争
」
を
「
諸
利
害
の
対
立
と
し
て
、
部

族
・
種
族
・
民
族
・
国
家
間
な
ど
の
諸
集
団
間
に
お
い
て
発
生
す
る
㎏
「
政

治
的
交
通
関
係
」
と
し
、
そ
の
形
態
を
「
共
同
体
（
種
族
・
部
族
・
地
域
集

団
）
間
の
戦
争
」
・
門
国
家
内
部
の
戦
争
」
・
「
国
家
・
民
族
間
の
戦
争
」
の
三

　
　
　
　
　
⑦

つ
に
分
類
し
た
。
取
取
が
例
示
す
る
「
磐
井
の
乱
一
や
「
白
村
江
の
戦
い
」

な
ど
の
よ
う
に
、
文
献
史
料
に
記
録
さ
れ
る
ほ
ど
の
武
力
衝
突
を
表
現
す
る

語
と
し
て
は
、
「
戦
争
偏
は
現
代
の
日
常
用
語
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
合
致
し
て

い
る
と
い
え
よ
う
。

　
こ
こ
ま
で
、
先
学
に
よ
る
憲
及
を
参
照
し
、
「
戦
争
」
の
考
古
学
的
定
義

が
や
や
明
確
性
を
欠
く
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
、
そ
れ
を
踏
ま
え

れ
ば
考
古
学
的
定
義
を
措
定
し
な
い
立
場
に
も
一
定
の
合
理
性
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
の
上
で
、
次
章
以
降
の
用
語
の
前
提
と
す
る
た
め

に
、
あ
え
て
本
稿
に
お
け
る
「
戦
争
」
の
考
古
学
型
定
義
を
示
し
て
お
く
。

こ
こ
で
は
、
佐
原
氏
と
松
木
氏
に
よ
る
定
義
を
組
み
合
わ
せ
て
、
「
戦
争
」

を
「
考
古
資
料
に
基
づ
い
て
認
識
す
る
こ
と
が
可
能
な
、
集
団
問
の
武
力
衝

突
」
と
定
義
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
定
義
に
よ
る
「
戦
争
扁
に
は
、
先
に
も

ふ
れ
た
と
お
り
、
現
代
の
日
常
用
語
と
し
て
の
「
戦
争
扁
が
も
つ
イ
メ
ー
ジ

か
ら
す
れ
ば
小
規
模
と
思
わ
れ
る
武
力
衝
突
を
も
含
む
こ
と
と
な
る
。
し
た

が
っ
て
、
先
学
に
よ
る
研
究
例
を
参
照
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
「
戦
争
し
と

い
う
語
を
使
用
し
て
い
な
く
と
も
、
こ
こ
で
の
定
義
に
合
致
す
る
「
戦

い
」
・
「
争
い
」
・
「
抗
争
」
な
ど
に
関
連
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
対
象
と
す
る
。

本
稿
に
お
い
て
、
煩
雑
な
が
ら
も
「
戦
争
」
と
括
弧
を
つ
け
て
表
記
す
る
理

由
は
、
こ
こ
に
あ
る
。

①
松
村
明
（
編
）
『
大
辞
林
協
第
三
版
、
三
省
堂
、
二
〇
〇
六
年
。

②
福
井
勝
義
「
戦
争
」
『
文
化
人
類
学
事
典
隔
、
弘
文
堂
、
一
九
八
七
年
、
四
二
四

　
－
四
一
工
ハ
憎
貝
。

③
佐
原
真
「
日
本
・
世
界
の
戦
争
の
起
源
」
『
戦
い
の
進
化
と
国
家
の
生
成
』
入

　
類
に
と
っ
て
戦
い
と
は
一
、
東
洋
書
林
、
一
九
九
九
年
、
五
九
一
一
〇
〇
頁
（
金

　
関
恕
・
春
成
秀
爾
（
編
）
噸
戦
争
の
考
古
学
』
佐
原
真
の
仕
事
四
、
岩
波
書
店
、

　
二
〇
〇
五
年
、
一
〇
二
…
一
四
八
頁
、
に
再
録
）
。

④
福
井
勝
義
門
戦
い
か
ら
み
た
部
族
関
係
i
東
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
ウ
シ
牧
畜

　
民
C
ご
。
象
（
《
Φ
オ
Φ
p
）
を
中
心
に
一
」
糊
民
族
学
研
究
隔
第
閣
八
巻
第
四
号
、

　
日
本
文
化
入
寺
学
会
、
一
九
八
四
年
、
四
七
一
－
四
八
五
頁
。
そ
れ
に
対
し
て
、

　
「
紛
争
扁
（
｛
Φ
巳
）
を
［
同
一
の
政
治
統
合
を
も
つ
か
、
あ
る
い
は
共
通
の
世
界

200 （200）



日本考古学におけるヂ戦争」研究の動向（阪口）

　
を
膚
す
る
集
団
内
に
お
け
る
争
い
で
、
当
事
者
間
で
解
決
さ
れ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

　
も
つ
も
の
」
と
す
る
。
さ
ら
に
、
門
戦
争
」
・
「
紛
争
縣
と
区
別
さ
れ
る
べ
き
概
念

　
と
し
て
、
「
略
奪
扁
（
「
巴
匹
）
を
「
相
手
の
人
間
や
動
産
の
入
手
を
目
的
と
し
た
集

　
団
間
の
武
力
衝
突
」
、
「
三
野
」
（
窪
ぎ
α
q
）
を
門
相
手
の
筆
入
ま
た
は
集
団
に
対

　
す
る
致
命
的
武
力
行
為
」
と
す
る
。

⑤
松
木
武
彦
門
戦
争
」
糊
用
語
解
説
現
代
考
古
学
の
方
法
と
理
論
1
』
、
同
成
社
、

　
一
九
九
九
年
、
一
三
ニ
ー
一
三
九
頁
。

⑥
町
田
章
「
総
論
i
戦
争
」
噸
考
古
学
に
よ
る
日
本
歴
史
』
六
戦
争
、
雄
山
闇
出

　
版
、
二
〇
〇
〇
年
、
七
i
二
三
頁
。

⑦
東
潮
「
朝
鮮
三
国
と
倭
国
」
噛
考
古
学
に
よ
る
日
本
歴
史
睡
六
戦
争
、
雄
山
閣

　
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
、
三
七
一
五
一
頁
。
東
氏
は
、
「
親
征
・
巡
狩
・
巡
撫
、
食

　
料
の
賑
給
、
種
籾
の
賑
給
・
賑
組
な
ど
も
、
戦
争
・
支
配
に
か
か
わ
る
政
治
的
交

　
通
関
係
で
あ
る
」
と
す
る
ほ
か
、
「
都
督
諸
軍
二
号
や
朝
貢
・
冊
封
関
係
、
軍
事

　
同
盟
な
ど
も
権
力
関
係
で
あ
り
、
戦
争
状
態
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
し
、
「
戦

　
争
」
を
幅
広
く
と
ら
え
て
い
る
。

一一

u
戦
争
」
の
研
究
方
法

　
研
究
対
象
と
し
て
の
「
戦
争
」
の
二
相
　
　
前
章
で
み
た
町
田
章
氏
の
見

解
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
考
古
学
的
方
法
に
よ
っ
て
「
戦
争
扁
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
と
く
に
、
「
戦
争
」
の
個
別
事
例

に
つ
い
て
、
そ
の
全
体
像
を
具
体
的
に
復
元
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
一
つ
の

「
戦
争
」
は
そ
の
発
生
か
ら
収
束
ま
で
に
、
平
時
・
危
機
・
戦
時
・
終
結
・

戦
後
と
い
っ
た
局
面
を
経
過
す
る
が
、
そ
の
う
ち
考
古
学
的
な
痕
跡
、
「
物

質
的
遺
物
」
を
残
し
う
る
と
想
定
で
き
る
局
面
は
、
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
る
。

も
っ
と
も
重
大
な
局
面
と
考
え
ら
れ
る
「
戦
時
扁
を
例
と
し
た
場
合
で
も
、

武
力
衝
突
の
舞
台
が
防
御
施
設
な
ど
で
あ
れ
ば
ま
だ
し
も
、
構
築
物
を
と
も

な
わ
な
い
場
所
で
展
開
さ
れ
た
武
力
衝
突
に
つ
い
て
は
、
そ
の
存
在
を
推
定

し
う
る
よ
う
な
遺
構
・
遺
物
の
出
土
状
況
は
、
と
く
に
古
代
以
前
で
は
き
わ

め
て
稀
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
「
戦
争
」
の
個
別
事
例
に
つ

い
て
、
そ
の
展
開
過
程
を
直
接
的
に
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る
方
向
性
の
研

究
は
少
な
い
。
た
だ
し
、
文
献
史
料
に
記
録
が
残
る
「
戦
争
」
に
つ
い
て
は

こ
の
限
り
で
は
な
く
、
例
え
ば
「
倭
国
乱
」
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
弥
生
時
代

の
実
年
代
論
と
も
連
動
し
て
活
発
に
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
考
古

資
料
の
現
況
か
ら
は
、
む
し
ろ
門
倭
国
乱
」
と
い
う
記
載
か
ら
想
定
さ
れ
る

よ
う
な
大
規
模
な
武
力
衝
突
の
直
接
的
な
痕
跡
は
当
該
時
期
に
認
め
が
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
「
戦
争
」
は
政
治
・
経
済
・
技
術
・
文
化
な
ど
、
社
会
に

お
け
る
広
汎
な
人
間
活
動
が
複
合
的
に
関
係
す
る
重
層
的
な
現
象
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
関
係
領
域
の
裾
野
は
広
大
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方

向
性
や
方
法
も
多
様
に
設
定
し
う
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
性
や
方
法
に
よ
り
、

個
別
事
例
と
し
て
の
「
戦
争
」
で
は
な
く
、
　
一
般
論
と
し
て
の
「
戦
争
」
、

あ
る
い
は
い
く
ぶ
ん
時
代
や
地
域
な
ど
を
絞
っ
た
「
戦
争
」
を
対
象
と
す
る

研
究
が
主
流
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
「
戦
争
」
に
関
連
す
る
考
古
資
料
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を
扱
っ
て
は
い
て
も
、
正
画
か
ら
積
極
的
に
「
戦
争
」
に
一
鞭
及
す
る
こ
と
を

目
的
と
は
し
な
い
研
究
も
多
い
。

　
「
戦
争
」
の
存
在
を
示
す
考
古
資
料
　
　
個
別
事
例
と
し
て
の
「
戦
争
」

で
あ
れ
、
～
般
論
と
し
て
の
「
戦
争
」
で
あ
れ
、
前
章
で
措
定
し
た
「
考
古

資
料
に
基
づ
い
て
認
識
す
る
こ
と
が
可
能
な
、
集
団
間
の
武
力
衝
突
」
と
の

定
義
の
も
と
で
は
、
遺
構
・
遺
物
と
し
て
遺
存
し
た
考
古
資
料
を
基
礎
と
し

て
研
究
を
進
め
る
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
ど
れ
ほ
ど
抽
象
的
・
観
念
的

な
議
論
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
も
っ
と
も
基
礎
と
な
る
部
分
は
「
物
質
的
遺

物
」
に
支
え
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
武
力
衝
突
」
が
存
在
し
た

こ
と
を
示
す
考
古
資
料
に
つ
い
て
は
、
佐
原
真
氏
に
よ
る
整
理
が
著
名
で
あ

り
、
「
｝
　
守
り
の
村
・
町
・
都
市
」
、
コ
一
人
の
殺
傷
を
専
用
と
す
る
道

具
、
武
器
の
存
在
」
、
「
三
　
殺
傷
の
あ
と
を
の
こ
す
人
骨
」
、
「
四
　
武
器
を

そ
え
た
墓
」
、
「
五
　
武
力
崇
拝
を
し
め
す
祭
の
道
具
・
施
設
」
、
「
六
　
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

い
・
戦
士
を
表
し
た
造
形
作
品
」
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、

　
・
四
～
六
は
武
力
が
慣
常
的
に
存
在
し
、
そ
れ
に
よ
る
階
層
分
化
を
も
想

定
し
う
る
社
会
の
所
産
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
集
団
問
の
武
力
衝

突
配
す
な
わ
ち
「
戦
争
」
の
存
在
を
反
映
す
る
考
古
資
料
と
み
て
よ
い
だ
ろ

う
。
二
・
三
は
、
そ
れ
の
み
で
は
「
集
団
問
の
武
力
衝
突
」
の
存
在
を
示
す

わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
出
土
状
況
や
数
量
を
加
味
し
て
評
価
す
る
必
要
が
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
二
者
は
も
っ
と
も
直
接
的
に
「
武
力
衝
突
偏
の

痕
跡
を
残
す
資
料
で
あ
り
、
資
料
操
作
が
適
切
に
お
こ
な
わ
れ
る
な
ら
ば
、

き
わ
め
て
雄
弁
な
成
果
を
期
待
で
き
る
。
こ
れ
ら
六
つ
に
整
理
さ
れ
た
細
首

資
料
は
、
も
と
も
と
佐
原
が
「
ヒ
ト
は
い
つ
戦
い
始
め
た
か
」
を
追
求
す
る

中
で
提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
そ
の
初
現
形
態
に
焦
点
が
絞
ら
れ

た
表
記
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
部
分
を
捨
象
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
考
古
資
料
と
し
て
の
特
性
を
抽
象
し
た
分
類
と
し
て
翻
案
す
る
な
ら
ば
、

「
戦
争
」
の
存
在
が
明
確
な
時
代
の
「
戦
争
」
を
検
討
し
て
い
く
上
で
も
、

有
効
な
枠
組
と
い
え
よ
う
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
考
古
資
料
に
つ
い
て
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
研
究
例
が
あ
る

か
を
瞥
見
し
て
お
く
。
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
取
り
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い

た
め
、
お
も
に
筆
者
の
関
心
に
そ
っ
て
例
示
す
る
。
～
に
つ
い
て
は
、
弥
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

時
代
の
環
濠
集
落
・
高
地
性
集
落
が
代
表
的
で
あ
る
が
、
「
村
・
町
・
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

市
」
と
限
定
せ
ず
に
「
施
設
」
と
す
る
な
ら
ば
、
古
墳
時
代
の
首
長
居
館
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

古
代
の
朝
鮮
式
山
城
・
神
籠
石
、
中
・
近
世
城
郭
な
ど
、
時
代
ご
と
に
さ
ま

ざ
ま
な
例
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
近
・
現
代
に
つ
い
て
は
、
一

九
八
○
年
代
以
降
に
本
格
化
し
た
戦
跡
考
古
学
に
お
い
て
、
防
御
施
設
の
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

な
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
軍
事
関
連
施
設
が
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
二
に
つ
い
て

は
、
詳
細
に
み
れ
ば
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
が
、
弥
生
時
代
の
石
製
・
鉄
製

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
⑨

武
器
、
古
墳
時
代
の
鉄
製
武
器
・
武
具
や
馬
具
な
ど
を
扱
っ
た
も
の
が
、
広

義
の
「
武
器
」
の
研
究
例
と
し
て
代
表
的
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
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の
大
多
数
は
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
「
戦
争
」
に
用
い
ら
れ
た
か
と
い
う

機
能
面
よ
り
も
、
そ
の
変
遷
や
生
産
・
流
通
な
ど
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
ょ

う
と
す
る
問
題
意
識
に
比
重
を
置
い
て
い
る
。
三
に
つ
い
て
は
、
形
質
人
類

学
と
の
協
業
が
な
さ
れ
て
お
り
、
弥
生
時
代
北
部
九
州
の
殺
傷
人
骨
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

て
の
研
究
の
蓄
積
が
著
し
い
。
中
世
で
は
、
新
田
義
貞
に
よ
る
鎌
倉
攻
め
の

際
の
犠
牲
者
を
含
む
と
さ
れ
る
、
材
木
座
海
岸
で
発
見
さ
れ
た
人
骨
群
が
著

　
　
　
⑪

名
で
あ
る
。
四
に
つ
い
て
は
、
弥
生
墳
丘
墓
や
古
墳
に
お
け
る
武
器
副
葬
を

め
ぐ
る
検
討
が
さ
か
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
二
に
よ
る
成
果
を
踏
ま
え

て
、
対
象
と
す
る
時
代
の
武
装
・
戦
術
・
軍
事
組
織
な
ど
に
ま
で
踏
み
込
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

だ
砥
究
も
な
さ
れ
て
い
る
。
五
に
つ
い
て
は
、
弥
生
時
代
の
青
銅
製
・
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

製
・
石
製
な
ど
の
武
器
形
祭
器
が
た
だ
ち
に
想
起
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
武
器

形
祭
器
の
「
武
力
崇
拝
」
の
側
面
に
軸
足
を
置
い
た
研
究
は
、
そ
れ
ほ
ど
お

こ
な
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
六
に
つ
い
て
は
、
武
人
埴
輪
な
ど
を
あ

げ
う
る
。
ま
た
、
直
接
的
に
「
戦
い
・
戦
士
」
を
表
す
わ
け
で
は
な
い
が
、

春
雷
・
甲
冑
形
・
靱
形
な
ど
の
武
具
形
の
器
財
埴
輪
も
そ
れ
に
類
す
る
も
の

と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
「
戦
争
」
と
の
直
接
的
な
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

連
を
射
程
に
入
れ
て
検
討
さ
れ
た
例
は
少
な
い
。
ま
た
、
海
外
の
考
古
資
料

で
は
あ
る
が
、
高
句
麗
古
墳
壁
画
に
み
ら
れ
る
出
行
図
は
、
古
墳
時
代
の
武

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

装
や
軍
事
組
織
を
検
討
す
る
際
に
参
照
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　
「
戦
争
」
研
究
の
方
向
性
・
方
法
　
　
先
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら

の
考
古
資
料
を
用
い
て
の
、
「
戦
争
」
研
究
の
方
向
性
や
方
法
は
多
様
で
あ

る
。
そ
れ
ら
を
網
羅
的
・
体
系
的
に
類
型
化
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
概
括

的
に
は
次
の
三
つ
に
区
分
で
き
る
と
考
え
る
。

　
第
一
に
、
製
作
技
法
・
型
式
変
化
・
編
年
・
分
布
な
ど
の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク

ス
な
考
古
学
的
検
討
に
よ
り
、
考
古
資
料
そ
の
も
の
を
時
間
的
・
空
間
的
に

位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
類
型
で
あ
る
。
も
っ
と
も
基
礎
的
な
研
究
と
い
う
こ

と
が
で
き
、
多
く
の
割
合
を
占
め
る
。
「
戦
争
」
と
の
直
接
的
な
関
連
を
射

程
に
入
れ
な
い
研
究
例
も
多
い
。
第
二
に
、
第
一
の
類
型
に
属
す
る
研
究
例

を
基
礎
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
操
作
を
お
こ
な
い
、
形
而
上
の
概
念
も
含

め
て
「
戦
争
」
の
諸
相
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
類
型
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う

諸
相
に
は
、
一
般
論
と
し
て
の
「
戦
争
」
を
は
じ
め
、
武
装
・
戦
艦
・
軍
事

組
織
と
い
っ
た
「
戦
争
」
の
各
局
面
を
構
成
す
る
諸
要
素
や
、
個
別
事
例
と

し
て
の
「
戦
争
」
の
原
因
・
展
開
な
ど
、
「
戦
争
」
に
関
連
す
る
あ
ら
ゆ
る

様
相
が
含
ま
れ
る
。
第
三
に
、
人
類
史
上
に
「
戦
争
扁
を
位
置
づ
け
よ
う
と

す
る
類
型
で
あ
る
。
こ
の
類
型
に
は
、
人
類
学
や
民
族
学
な
ど
も
参
照
し
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

つ
「
戦
争
扁
の
起
源
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
、
佐
原
真
意
が
主
導
し
た
研
究

や
、
マ
ル
ク
ス
主
義
や
新
進
化
主
義
の
唯
物
的
社
会
発
展
論
に
「
戦
争
」
や

軍
事
組
織
を
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
、
都
幽
比
呂
志
氏
や
松
木
武
彦
氏
に
代

　
　
　
　
　
⑰

表
さ
れ
る
研
究
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

　
近
年
は
、
こ
れ
ら
の
方
向
性
や
方
法
に
そ
っ
て
「
戦
争
」
研
究
を
推
進
し
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て
い
く
際
に
、
従
来
の
文
化
史
的
考
古
学
に
基
づ
く
視
座
と
は
位
相
の
異
な

る
視
座
を
用
意
す
る
研
究
例
が
あ
る
。
例
え
ば
、
象
徴
・
観
念
・
心
性
な
ど

の
側
面
に
着
目
し
、
認
知
科
学
的
方
法
や
方
法
論
的
個
人
主
義
の
導
入
を
提

　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

言
す
る
松
木
武
彦
氏
や
、
軍
事
史
的
な
観
点
か
ら
武
装
シ
ス
テ
ム
や
戦
闘
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ク
ト
リ
ン
な
ど
の
分
析
を
進
め
る
岡
安
光
彦
氏
な
ど
の
取
り
組
み
が
あ
り
、

今
後
の
展
開
が
注
目
さ
れ
る
。

①
松
木
武
彦
「
考
古
学
か
ら
み
た
「
倭
国
泓
」
一
弥
生
後
～
末
期
の
社
会
状
況

　
一
」
『
古
代
を
考
え
る
邪
馬
台
国
撫
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
、
六
九
－

　
九
〇
頁
。
酒
井
龍
一
「
倭
國
大
乱
の
考
古
学
」
『
考
古
学
に
よ
る
日
本
歴
史
臨
六

　
戦
争
、
雄
山
閣
出
版
、
一
一
〇
〇
〇
年
、
二
五
－
三
六
頁
、
な
ど
。

②
佐
原
真
「
ヒ
ト
は
い
つ
戦
い
始
め
た
か
偏
『
歴
博
臨
第
七
一
号
、
国
立
歴
史
民

　
俗
語
揮
物
仙
臨
、
　
一
九
九
五
な
†
、
　
山
パ
ー
一
〇
頁
（
金
関
恕
・
春
成
秀
爾
…
（
編
）
　
隅
戦
争

　
の
考
古
学
撫
佐
原
真
の
仕
事
四
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
、
一
1
一
二
頁
、
に

　
再
録
）
。

③
大
阪
府
立
弥
生
文
化
博
物
館
（
編
）
『
弥
生
時
代
の
集
落
隔
、
学
生
社
、
二
〇
〇

　
一
年
。
『
古
代
文
化
』
第
五
四
巻
第
五
号
「
特
輯
弥
生
時
代
高
地
性
集
落
研
究
の

　
現
状
と
課
題
」
、
（
財
）
古
代
学
協
会
、
二
〇
〇
二
年
。
㎎
古
代
文
化
隔
第
五
八
巻

　
第
一
号
門
特
輯
弥
生
社
会
の
群
像
一
高
地
性
集
落
の
実
態
1
」
、
（
財
）
古

　
代
学
協
会
、
二
〇
〇
六
年
、
な
ど
。

　
　
以
下
の
註
で
は
、
各
考
古
資
料
に
つ
い
て
の
研
究
例
を
示
す
が
、
可
能
な
限
り

　
次
の
要
件
を
舗
え
て
い
る
も
の
を
あ
げ
る
よ
う
意
図
し
た
。
第
一
に
、
そ
の
考
古

　
資
料
に
つ
い
て
の
研
究
史
を
概
観
で
き
る
も
の
。
第
二
に
、
一
般
書
と
し
て
刊
行

　
さ
れ
て
お
り
、
入
手
し
や
す
い
も
の
。
た
だ
し
、
こ
の
要
件
を
満
た
せ
な
か
っ
た

　
も
の
も
多
い
。

④
橋
本
博
文
「
日
本
に
お
け
る
古
墳
時
代
首
長
層
居
宅
研
究
の
現
況
と
課
題
－

　
豪
族
居
館
お
よ
び
関
連
施
設
を
め
ぐ
っ
て
一
」
『
日
韓
集
落
研
究
の
現
況
と
課

　
題
（
∬
）
臨
、
日
韓
集
落
研
究
会
、
二
〇
〇
六
年
、
　
～
五
〇
1
一
九
〇
頁
、
な
ど
。

⑤
向
井
一
雄
「
山
城
・
神
糞
石
」
『
古
代
の
官
衙
遺
跡
』
丑
遺
物
・
遺
跡
編
、
奈

　
良
文
化
財
研
究
所
、
二
〇
〇
四
年
、
一
一
〇
八
一
二
一
二
頁
、
な
ど
。

⑥
石
井
進
・
萩
原
三
雄
（
編
）
一
書
世
の
城
と
考
古
学
睡
、
新
入
物
言
来
社
、
一
九

　
九
一
年
。
千
田
嘉
博
『
織
豊
系
城
郭
の
形
成
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇

　
年
、
な
ど
。

⑦
菊
池
実
『
近
代
日
本
の
戦
争
選
跡
戦
跡
考
古
学
の
調
査
と
研
究
臨
、
青
木
書
店
、

　
二
〇
〇
五
年
、
な
ど
。

⑧
松
木
武
彦
「
武
器
と
戦
い
の
研
究
歯
偏
『
日
本
列
島
の
戦
争
と
初
期
国
家
形
成
臨
、

　
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
、
一
－
二
〇
頁
、
な
ど
。
弥
生
・
古
墳
時
代
の

　
武
器
研
究
は
日
本
考
古
学
に
お
け
る
「
戦
争
」
研
究
の
中
心
的
位
置
を
占
め
て
お

　
り
、
研
究
例
が
膨
大
な
上
に
細
分
化
が
著
し
く
進
ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
、
個
朋

　
の
研
究
例
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
松
木
氏
に
よ
る
研
究
史
整
理
は
、

　
戦
前
か
ら
一
九
九
〇
年
代
以
降
ま
で
を
四
期
に
区
分
し
、
そ
の
蒔
期
ご
と
の
考
古

　
学
研
究
の
全
体
的
な
動
向
を
踏
ま
え
た
上
で
、
各
研
究
例
の
位
置
づ
け
が
丁
寧
に

　
な
さ
れ
て
い
る
。

⑨
阪
口
英
毅
（
編
）
『
馬
具
研
究
の
ま
な
ざ
し
…
研
究
史
と
方
法
論
一
睡
、
古

　
代
武
器
研
究
会
・
鉄
器
文
化
研
究
会
、
二
〇
〇
五
年
、
な
ど
。

⑩
橋
口
達
也
『
弥
生
時
代
の
戦
い
戦
い
の
実
態
と
権
力
機
構
の
生
成
』
、
雄
山
閣
、

　
二
〇
〇
七
年
。
中
橋
孝
博
「
北
部
九
州
に
お
け
る
弥
生
人
の
戦
い
」
『
戦
い
の
進

　
化
と
国
家
の
生
成
輪
人
類
に
と
っ
て
戦
い
と
は
一
、
東
洋
書
林
、
一
九
九
九
年
、

　
一
〇
一
一
＝
一
〇
頁
、
な
ど
。

⑪
日
本
人
類
学
会
（
編
）
『
鎌
倉
材
木
座
発
見
の
中
世
遺
跡
と
そ
の
人
骨
騒
、
岩
波

　
書
店
、
一
九
五
六
年
、
な
ど
。

⑫
田
中
晋
作
『
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
の
研
究
隔
、
学
生
社
、
二
〇
〇
一
年
。
藤
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田
和
尊
『
古
墳
時
代
の
王
権
と
軍
事
撫
、
学
生
社
、
二
〇
〇
六
年
。
松
木
武
彦

　
『
日
本
列
島
の
戦
争
と
初
期
国
家
形
成
臨
、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
、

　
な
ど
。

⑬
春
成
秀
爾
門
武
器
か
ら
祭
器
へ
」
『
戦
い
の
進
化
と
国
家
の
生
成
輪
人
類
に
と

　
っ
て
戦
い
と
は
一
、
東
洋
書
林
、
｝
九
九
九
年
、
コ
ニ
ー
【
六
〇
頁
、
な
ど
。

⑭
藤
田
和
尊
門
甲
冑
と
甲
冑
形
埴
輪
」
『
古
代
武
器
研
究
』
第
三
号
、
古
代
武
器

　
研
究
会
、
二
〇
〇
二
年
、
五
九
－
七
一
頁
（
榊
古
墳
時
代
の
王
権
と
軍
事
』
、
学
生

　
社
、
二
〇
〇
六
年
、
七
七
1
｝
〇
四
頁
、
に
再
録
）
、
な
ど
。

⑮
田
中
晋
作
「
古
墳
時
代
に
お
け
る
軍
事
組
織
に
つ
い
て
」
『
古
代
武
器
研
究
隔

　
第
九
号
、
古
代
武
器
研
究
会
、
二
〇
〇
八
年
、
五
二
一
六
五
頁
、
な
ど
。

⑯
は
じ
め
に
一
註
①
、
第
一
章
一
註
③
、
本
章
…
註
②
。
佐
原
真
「
世
界
の
戦
争

　
考
古
学
」
欄
考
古
学
に
よ
る
日
本
歴
史
撫
六
戦
争
、
雄
山
閣
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
、

　
一
八
七
－
一
九
五
買
（
金
関
恕
・
春
成
秀
爾
（
編
）
『
戦
争
の
考
古
学
撫
佐
原
真

　
の
仕
事
四
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
、
　
一
四
九
－
一
六
一
二
頁
、
に
再
録
）
。

⑰
　
は
じ
め
に
一
註
③
。
松
木
武
彦
「
日
本
列
島
の
武
力
抗
争
と
古
代
国
家
形
成
扁

　
『
国
家
形
成
の
比
較
研
究
』
、
学
生
社
、
一
一
〇
〇
五
年
、
六
一
一
七
五
頁
。
『
B
本

　
列
島
の
戦
争
と
初
期
国
家
形
成
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
、
な
ど
。

⑱
　
松
木
武
彦
「
日
本
列
島
原
始
古
代
武
雛
副
葬
の
展
開
と
社
会
的
諸
カ
テ
ゴ
リ
ー

　
の
形
成
ー
ス
テ
イ
タ
ス
・
ジ
ェ
ン
ダ
…
・
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
ー
扁
『
攻
撃
と
防

　
衛
の
軌
跡
腕
入
類
に
と
っ
て
戦
い
と
は
四
、
東
洋
書
林
、
二
〇
〇
二
年
置
ニ
ー
三

　
三
頁
。
「
戦
争
の
生
成
と
持
続
に
関
す
る
考
古
学
的
展
望
」
隅
文
化
の
多
様
性
と
比

　
較
考
古
学
駄
、
考
古
学
研
究
会
、
二
〇
〇
四
年
、
二
二
五
－
二
三
二
頁
。
「
考
古
学

　
に
よ
る
戦
争
研
究
の
新
視
点
扁
『
文
化
の
多
様
性
と
二
一
世
紀
の
考
古
学
臨
、
考
古

　
学
研
究
会
、
二
〇
〇
四
年
、
二
二
六
－
二
三
五
頁
、
な
ど
。

⑲
岡
安
光
彦
「
古
墳
時
代
の
軍
事
革
命
」
『
日
本
考
古
学
協
会
第
七
一
回
総
会

　
研
究
発
表
要
旨
』
、
日
本
考
古
学
協
会
、
二
〇
〇
五
年
、
…
七
五
…
一
七
八
頁
。

　
「
白
兵
戦
と
日
本
考
古
学
一
二
つ
の
誤
解
1
」
『
王
権
と
武
器
と
信
仰
』
、
日

成
社
、
二
〇
〇
八
年
、
五
七
〇
1
五
七
六
頁
、
な
ど
。

三
　
「
戦
争
」
醗
究
の
二
例

　
前
章
ま
で
は
、
日
本
考
古
学
に
お
け
る
「
戦
争
」
研
究
の
輪
郭
を
優
先
し

て
素
描
し
よ
う
と
試
み
た
た
め
に
、
個
別
の
考
古
資
料
や
、
個
別
の
研
究
の

方
法
・
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
、
詳
細
に
ふ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

本
章
で
は
、
「
戦
争
扁
研
究
の
中
で
も
多
く
の
蓄
積
が
あ
り
、
ま
た
活
発
な

議
論
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
二
つ
の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
概

要
を
示
し
た
い
。

　
「
戦
争
」
の
起
源
　
　
本
稿
で
も
こ
れ
ま
で
何
度
か
ふ
れ
た
と
お
り
、
佐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

原
真
氏
が
精
力
的
に
研
究
を
推
進
し
た
テ
ー
マ
で
あ
る
。
人
類
学
や
民
族
学

も
含
め
て
世
界
の
研
究
例
を
渉
猟
し
、
狩
猟
採
集
民
に
よ
る
「
戦
争
」
を
認

め
つ
つ
も
、
農
耕
社
会
の
成
熟
過
程
が
本
格
的
な
「
戦
争
」
を
生
み
出
し
た

こ
と
を
強
調
し
た
。
研
究
の
進
展
に
と
も
な
っ
て
、
定
住
化
が
集
団
暴
力
を

も
た
ら
す
要
因
と
な
っ
た
と
す
る
説
に
接
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
こ
で

い
う
集
団
暴
力
は
「
戦
争
」
で
は
な
く
、
突
発
的
・
偶
発
的
な
も
の
と
理
解

す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
説
を
修
正
す
る
に
は
い
た
つ
て
い
な
い
。
こ
れ
を
日

本
列
島
に
あ
て
は
め
る
と
、
門
戦
争
扁
は
弥
生
時
代
に
お
け
る
農
耕
社
会
の

到
来
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
と
な
る
。
こ
の
見
解
は
、

佐
原
氏
の
著
作
を
と
お
し
て
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
、
定
説
的
な
位
置
を
占
め
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②

て
い
る
が
、
縄
文
時
代
に
「
戦
争
」
の
存
在
を
想
定
す
る
意
見
も
あ
る
。
ま

た
、
「
戦
争
」
が
本
格
化
す
る
の
は
、
農
耕
開
始
期
と
い
う
よ
り
は
都
市
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

命
期
だ
と
す
る
意
見
も
提
起
さ
れ
て
い
る
。

　
佐
原
氏
の
見
解
の
大
き
な
特
色
は
、
人
類
の
歴
史
の
中
で
「
戦
争
」
の
歴

史
は
き
わ
め
て
短
い
も
の
で
あ
り
、
「
戦
争
扁
は
人
類
の
宿
命
で
は
な
く
、

そ
れ
ゆ
え
に
入
類
は
「
戦
争
扁
を
捨
て
芸
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
と
い
う
、

現
代
社
会
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
含
ん
で
い
る
点
で
あ
る
。
「
戦
争
」
の

起
源
が
文
献
史
料
の
初
現
よ
り
も
さ
か
の
ぼ
る
と
み
ら
れ
る
現
状
に
お
い
て

は
、
歴
史
学
の
ほ
か
の
分
野
が
、
す
で
に
存
在
し
て
い
る
も
の
と
の
前
提
で

「
戦
争
」
と
向
き
合
わ
ざ
る
を
え
な
い
中
で
、
こ
の
テ
ー
マ
の
追
求
は
、

「
物
質
的
遺
物
」
を
扱
う
が
た
め
に
文
献
史
料
の
な
い
時
代
・
地
域
を
も
研

究
対
象
と
し
う
る
、
考
古
学
な
ら
で
は
の
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
古
墳
時
代
中
期
の
軍
事
組
織
　
　
お
お
む
ね
五
世
紀
に
相
当
す
る
古
墳
時

代
中
期
の
軍
事
組
織
の
研
究
は
、
古
墳
出
土
の
鉄
製
武
器
・
武
具
の
編
年
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

分
布
・
出
土
状
況
な
ど
の
検
討
を
基
礎
と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
。
田
中
晋

作
氏
は
、
武
器
・
武
具
を
申
心
と
す
る
副
葬
品
の
組
成
と
出
土
状
況
を
類
型

化
し
、
「
野
中
古
墳
型
」
の
出
現
を
も
っ
て
中
期
中
葉
頃
に
常
備
軍
が
成
立

し
た
と
想
定
す
る
。
藤
田
和
尊
氏
は
、
冑
・
短
甲
・
堅
甲
の
セ
ッ
ト
関
係
の

類
型
化
か
ら
甲
冑
保
有
形
態
を
検
討
し
、
中
期
中
葉
の
「
月
の
岡
パ
タ
ー

ン
」
、
中
期
後
葉
の
「
鶴
山
パ
タ
ー
ン
」
の
存
在
が
、
そ
れ
ぞ
れ
甲
冑
集
中

管
理
体
制
の
地
方
へ
の
拡
散
、
そ
し
て
在
地
化
を
示
す
も
の
と
想
定
す
る
。

松
木
武
彦
氏
は
、
前
期
と
中
期
の
過
渡
期
に
武
器
様
式
か
ら
製
作
体
制
・
保

有
形
態
に
お
よ
ぶ
刷
新
を
認
め
、
そ
れ
が
武
器
の
生
産
・
供
与
の
体
制
を
軸

と
す
る
軍
事
的
機
構
の
再
編
を
背
景
に
進
行
し
た
と
想
定
す
る
。

　
こ
の
テ
ー
マ
を
牽
引
す
る
右
の
三
二
の
研
究
者
の
間
で
は
、
所
説
の
ほ
か
、

方
法
論
や
軍
事
組
織
の
と
ら
え
方
に
も
見
解
の
相
違
が
あ
り
、
か
つ
て
議
論

　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
応
酬
が
な
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
根
本
的
な
相
違
は
、
古
墳
副
葬
品
を
分
析

資
料
と
し
て
利
用
す
る
に
際
し
て
の
方
法
論
的
な
問
題
に
あ
る
。
筆
者
も
こ

れ
に
関
連
し
て
、
副
葬
さ
れ
た
甲
冑
は
実
用
品
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
検

討
を
加
え
、
そ
の
大
多
数
が
実
用
品
と
し
て
製
作
さ
れ
た
と
考
え
う
る
一
方
、

器
物
と
し
て
の
性
格
は
甲
冑
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
中
で
製
作
・
配
布
・
使

用
・
副
葬
の
各
場
面
に
応
じ
て
変
化
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

即
し
た
解
釈
を
お
こ
な
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ

こ
で
は
ま
た
、
「
甲
冑
を
対
象
と
し
た
研
究
」
（
前
章
の
「
第
一
の
類
型
」
の

研
究
）
を
十
分
に
尽
く
し
た
上
で
「
甲
冑
を
材
料
と
し
た
研
究
」
（
「
第
二
の

類
型
」
の
研
究
）
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、
吉
墳
時
代
の
甲
冑
を
主
た
る
研
究
対
象
と
し
て
い
る
筆
者

が
、
必
要
性
を
強
く
感
じ
な
が
ら
も
軍
事
組
織
の
研
究
に
踏
み
込
め
な
い
理

由
の
一
つ
で
あ
る
。
編
年
や
生
産
組
織
の
復
元
な
ど
、
第
一
の
類
型
の
中
で

蓄
積
の
あ
る
分
野
に
つ
い
て
も
自
身
は
い
ま
だ
に
区
切
り
を
つ
け
ら
れ
な
い
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日本考古学における「戦争3研究の動向（阪口）

で
い
る
が
、
例
え
ば
「
甲
冑
の
生
産
量
、
古
墳
被
葬
者
の
保
有
量
、
古
墳
へ

の
副
葬
量
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
れ
ぐ
ら
い
か
」
と
い
っ
た
、
議
論
の
前
提
と
な
る

べ
き
問
題
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
明
確
に
言
及
し
て
い
る
研
究
例
は
少
な

胞
・
ま
た
・
保
有
形
態
案
違
を
評
価
す
る
上
で
轟
な
位
置
を
占
め
る
・

「
甲
冑
の
セ
ッ
ト
関
係
に
時
期
差
が
看
取
さ
れ
る
場
合
、
・
こ
れ
を
ど
の
よ
う

に
解
釈
す
る
か
偏
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
も
、
裁
装
と
し
て
の
優
劣
と
い

う
機
能
的
な
問
題
に
還
元
す
る
従
来
か
ら
の
解
釈
が
あ
る
ほ
か
は
、
久
し
く

検
討
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
最
近
、
伝
統
の
重
視
と
い
う
観
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

か
ら
の
解
釈
が
提
示
さ
れ
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
。

　
「
戦
争
」
研
究
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
軍
事
組
織
の
よ
う
に
、
そ

れ
自
体
が
直
接
的
な
「
物
質
的
遣
物
」
を
残
さ
な
い
事
象
を
対
象
と
し
て
検

討
を
進
め
る
過
程
で
は
、
い
き
お
い
さ
ま
ざ
ま
な
前
提
や
仮
定
を
積
み
重
ね

て
い
か
ざ
る
を
え
な
い
。
研
究
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
方
法
論
を
錬
磨
す
る
こ
と

に
よ
り
、
そ
う
い
っ
た
不
確
定
要
素
の
数
を
減
ら
し
、
蓋
然
性
を
高
め
る
努

力
を
続
け
て
い
る
。

①
第
二
章
…
註
⑱
。
さ
ら
に
吟
味
が
加
え
ら
れ
た
上
で
、
松
木
武
彦
噸
人
は
な
ぜ

　
戦
う
の
か
1
考
古
学
か
ら
み
た
戦
争
輪
講
談
社
選
轡
メ
チ
エ
ニ
一
三
、
講
談
社
、

　
二
〇
〇
　
年
、
な
ど
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。

②
小
杉
康
「
縄
文
文
化
に
戦
争
は
存
在
し
た
の
か
一
棍
棒
を
も
つ
社
会
一
」

　
『
文
化
の
多
様
性
と
比
較
考
古
学
㎞
、
考
古
学
研
究
会
、
二
〇
〇
四
年
、
二
一
五

　
…
ニ
ニ
陽
頁
、
な
ど
。

③
都
出
比
呂
志
「
都
市
の
形
成
と
戦
争
」
『
考
古
学
研
究
』
第
四
四
巻
第
二
号
、

　
考
古
学
概
究
会
、
一
九
九
七
年
、
四
一
一
五
七
頁
。
都
出
氏
は
、
城
塞
集
落
の
出

　
現
を
指
標
と
す
る
都
市
革
命
初
期
を
弥
生
時
代
中
・
後
期
と
し
、
城
郭
都
市
（
都

　
城
）
の
出
現
を
指
標
と
す
る
都
市
革
命
発
展
期
を
律
令
国
家
成
立
期
と
し
て
い
る
。

④
　
第
二
章
一
註
⑫
。

⑤
松
木
武
彦
「
古
墳
時
代
の
武
器
・
武
具
お
よ
び
軍
事
組
織
研
究
の
動
向
」
『
考

　
古
学
研
究
臨
第
四
一
巻
第
一
号
、
考
古
学
研
究
会
、
一
九
九
隅
年
、
九
四
1
～
〇

　
四
頁
。
門
考
古
資
料
に
よ
る
軍
事
組
織
研
究
の
現
状
と
展
望
」
『
展
望
考
古
学
騙
、

　
考
古
学
研
究
会
、
一
九
九
五
年
、
一
四
八
一
一
五
三
頁
。
藤
田
和
尊
「
古
墳
時
代

　
中
期
に
お
け
る
軍
事
組
織
の
実
態
i
松
木
武
彦
氏
の
批
判
文
に
応
え
つ
つ

　
一
」
『
考
古
学
研
究
漉
第
四
一
巻
第
四
号
、
考
古
学
研
究
会
、
一
九
九
五
年
、

　
七
八
－
九
五
頁
。
団
申
晋
作
門
古
墳
時
代
中
期
に
お
け
る
軍
事
組
織
に
つ
い
て
」

　
『
考
古
帯
宇
研
閉
弛
九
臨
焔
弟
㎜
閣
一
巻
第
四
口
写
、
考
古
学
研
究
ム
四
、
　
一
九
九
五
年
、
九
山
バ
ー

　
一
〇
三
頁
。

⑥
暴
騰
英
毅
「
古
墳
時
代
中
期
に
お
け
る
甲
冑
副
葬
の
意
義
一
「
表
象
」
を

　
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
一
」
㎎
表
象
と
し
て
の
鉄
器
調
葬
協
、
鉄
器
文
化
研
究
会
、

　
二
〇
〇
〇
年
、
三
～
1
五
～
頁
。

⑦
本
章
－
註
⑤
、
藤
田
氏
文
献
。
水
野
敏
典
「
日
韓
鉄
鐡
変
遷
に
み
る
武
器
の
解

　
釈
」
　
『
＋
ロ
代
武
器
研
弛
九
輪
第
五
口
写
、
　
古
代
武
器
研
兜
九
△
菖
、
　
二
〇
〇
悶
一
年
、
　
詣
バ
ー
一

　
八
頁
、
な
ど
。

⑧
鈴
木
～
有
「
古
墳
時
代
の
甲
冑
に
み
る
伝
統
の
認
識
偏
『
王
権
と
武
器
と
信
仰
瞼
、

　
同
二
二
、
二
〇
〇
八
年
、
七
一
八
…
七
二
九
頁
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
日
本
考
古
学
に
お
け
る
「
戦
争
」
研
究
の
動
向
を
示
す
こ
と
を
目
的
に
、

「
戦
争
扁
の
考
古
学
的
定
義
を
確
認
し
、
研
究
方
法
を
概
観
し
た
。
今
さ
ら

な
が
ら
の
雷
説
に
終
始
し
た
感
が
強
く
、
「
戦
争
」
研
究
の
全
体
像
を
体
系

的
に
示
す
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
二
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
概
要

を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
日
本
考
古
学
に
お
け
る
「
戦
争
」
研
究
の
特
質
を
浮

か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
を
目
指
し
た
が
、
雑
駁
な
記
述
に
と
ど
ま
っ
た
た
め
、

か
え
っ
て
理
解
を
妨
げ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
お
そ
れ
る
。

　
な
お
、
「
戦
争
」
の
考
古
学
的
研
究
に
つ
い
て
は
、
日
本
よ
り
も
海
外
で

の
歴
史
が
長
い
。
本
来
で
あ
れ
ば
日
本
考
古
学
に
限
定
せ
ず
、
世
界
の
研
究

例
を
取
り
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
筆
者
の
力
量
不
足
の
た
め
果
た
せ
な
か

っ
た
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
佐
原
真
氏
や
松
木
武
彦
氏
の
著
作
な
ど
を
参

　
　
　
　
①

照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
第
二
次
世
界
大
戦
時
に
日
本
の
考
古
学
者
が
門
戦

争
」
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
た
か
と
い
う
視
点
か
ら
の
言
及
が
い
く
つ
か

　
②

あ
る
。
こ
れ
ら
も
日
本
考
古
学
に
お
け
る
「
戦
争
」
研
究
の
一
環
で
あ
ろ
う

が
、
本
稿
で
は
「
考
古
資
料
に
基
づ
い
て
」
お
こ
な
う
「
戦
争
」
研
究
を
対

象
と
す
る
こ
と
と
し
た
た
め
、
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。

　
き
わ
め
て
不
十
分
な
内
容
で
は
あ
る
が
、
い
さ
さ
か
な
り
と
も
日
本
考
古

学
に
お
け
る
「
戦
争
扁
研
究
の
動
向
を
紹
介
す
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
か

な
う
な
ら
ば
幸
い
で
あ
る
。

①
第
三
章
－
註
①
、
第
二
章
…
註
⑱
。

②
坂
詰
秀
一
『
太
平
洋
戦
争
と
考
古
学
』

　
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
、
な
ど
。

歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
i
一
一
、
吉
川
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京
都
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学
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学
院
文
学
研
究
科
助
教
）


